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児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待
相

談
対
応
件
数
の
推
移
を
み
る
と
、
令

和
４
年
度
に
入
り
、
全
国
で
は
21
万

9
1
7
0
件
、
宮
崎
県
で
は
2
0
1
9

件
と
初
め
て
2
千
件
を
超
え
、
こ
こ
数

年
の
中
で
も
非
常
に
多
い
状
況
で
す
。

え
び
の
市
で
も
31
件
の
虐
待
相
談
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
対
応
が
増
加
し
て
い
る
理
由
と

し
て
は
、
児
童
虐
待
死
亡
事
件
の
全
国

的
な
報
道
等
に
よ
る
関
心
の
高
ま
り
や
、

児
童
相
談
所
へ
の
無
料
直
通
ダ
イ
ヤ
ル

「
1
8
9
」（
い
ち
は
や
く
）
な
ど
の
相

談
窓
口
・
方
法
の
周
知
が
進
ん
だ
こ
と
、

警
察
や
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
等
に
よ

る
通
告
の
徹
底
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

主
な
相
談
内
容
と
し
て
は
、「
暴
言
が

聞
こ
え
る
」、「
大
き
な
物
音
が
す
る
」

な
ど
の
通
告
が
多
い
で
す
が
、
近
年
で

は
、「
面
前
D
V
」
の
通
告
が
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
面
前

D
V
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
子
ど
も
の
前

で
の
夫
婦
喧
嘩
や
暴
力
、
暴
言
を
行
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
へ
の
心

理
的
虐
待
に
あ
た
り
、
え
び
の
市
も
同

様
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
や
相
談
件

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
重
大
な

事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ

き
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

国
は
、
11
月
を
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・

児
童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
期
間
と
定
め
、
全
国
各
地
で
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
の
広
報
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待
、
ネ

グ
レ
ク
ト
、
性
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

加
え
る
こ
と
。

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ

る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
家
の
外
に
閉
め
出

す
な
ど

　

子
ど
も
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
る
、

ま
た
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
行
を

　

子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る

こ
と
、
ま
た
は
さ
せ
る
こ
と
。

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写

体
に
す
る
な
ど

　

子
ど
も
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を
妨

げ
る
よ
う
な
減
食
、
ま
た
は
長
時
間
の

放
置
な
ど
、
保
護
者
と
し
て
の
監
護
を

著
し
く
怠
る
こ
と
。

　

乳
幼
児
を
家
に
残
し
て
外
出
す
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
な
ま

ま
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て

行
か
な
い
、
他
の
人
が
子
ど
も
に
暴
力

を
振
る
う
こ
と
を
放
置
す
る
な
ど

　

子
ど
も
に
対
す
る
暴
言
、
ま
た
は
拒

絶
的
な
対
応
な
ど
、
著
し
い
心
理
的
外

傷
を
与
え
る
言
動
を
行
う
こ
と
。

　

言
葉
に
よ
り
脅
か
す
、
無
視
す
る
、

き
ょ
う
だ
い
間
で
差
別
的
な
扱
い
を
す

る
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
・
暴
言
を
行
う
（
D
V
）
な
ど

　

こ
の
よ
う
な
児
童
虐
待
が
起
こ
る
背

景
は
、
多
く
の
場
合
一
つ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
要
因
に
は
大
き
く
分
け
て
、「
保

護
者
」、「
子
ど
も
」、「
養
育
環
境
」
の

３
つ
の
要
因
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
そ
の
結

果
と
し
て
生
じ
る
の
が
児
童
虐
待
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

＊
保
護
者
の
要
因
…
妊
娠
・
出
産
・
育

児
を
通
し
て
発
生
す
る
も
の
、
保
護
者

自
身
の
精
神
疾
患
な
ど
の
心
身
の
不
健

康
や
虐
待
さ
れ
た
経
験
か
ら
発
生
す
る

も
の
な
ど

＊
子
ど
も
の
要
因
…
子
ど
も
の
側
に
何

ら
か
の
育
て
に
く
さ
が
あ
る
場
合
な
ど

＊
養
育
環
境
の
要
因
…
複
雑
で
不
安
定

な
家
庭
環
境
や
家
族
関
係
、
夫
婦
関
係
、

社
会
的
孤
立
、
経
済
的
な
不
安
な
ど

児童虐待相談対応件数

えびの市 7 33 35 31

宮崎県 1,953

193,780

1,883

205,044

1,843

207,660

2,019

219,170全国

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和 4 年度

　（単位：件）
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児
童
虐
待
は
家
庭
内
で
起
き
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
表
に
出
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
中
に
は
、
経
済

問
題
や
家
庭
問
題
が
解
決
せ
ず
に
悩
む

親
か
ら
の
S
O
S
サ
イ
ン
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
近
く
で
、
次
の
よ
う
な
状
況

が
重
な
る
と
き
は
、
虐
待
の
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、
本
来
大

人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
家
事
や

家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て

い
る
子
ど
も
の
こ
と
で
す
。
責
任
や
負

担
の
重
さ
に
よ
り
、
学
業
や
友
人
関
係

な
ど
に
影
響
が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、

世
話
を
し
て
い
る
家
族
が
「
い
る
」
と

回
答
し
た
小
学
6
年
生
が
6
・
5
％
、

中
学
2
年
生
が
5
・
7
％
、
全
日
制
高

校
2
年
生
が
4
・
1
％
で
あ
る
と
い
う

実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
県
に
お
い
て
も
、
令
和
4
年
度

に
実
態
調
査
を
行
い
、
世
話
を
し
て
い

る
家
族
が
「
い
る
」
と
回
答
し
た
小
学

6
年
生
と
中
学
2
年
生
が
3
・
8
%
、

高
校
2
年
生
（
全
日
制
、
定
時
制
、
通

信
制
含
む
）
が
3
・
2
%
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。　

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
家
庭
内
の
問

題
で
あ
る
た
め
気
づ
き
に
く
く
、
自
覚

が
な
く
当
た
り
前
と
感
じ
て
い
る
な
ど
、

な
か
な
か
表
面
化
せ
ず
、
相
談
に
つ
な

が
ら
ず
孤
立
し
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、

ま
ず
は
、
実
態
を
知
り
、
ど
う
対
応
す

れ
ば
よ
い
か
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

　このような子どもが近くにいたり、周
囲から話を聞いたりしたことはありませ
んか？
　家族の手伝い・ 手助けをするのは

「ふつうのこと」と思うかもしれません。
しかし、学校生活に影響が出たり、心
やからだに不調を感じるほどの思い負
荷がかかっていたりする場合は、注意
が必要です。
　「もしかしたらヤングケアラーかも…」
と思ったら、まずは相談してください。

障がいや病気のある家族に代
わり、買い 物・料理・掃除・
洗濯などの家事をしている。

アルコール・薬物・ギャンブル
の問題を抱える家族に対応し
ている。

家族に代わり、幼いきょうだ
いの世話をしている。

障がいや病気のある家族の身
の回りの世話をしている。

目の離せない家族の見守りや
声かけなどの気づかいをして
いる。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
子
ど
も
の
体

や
心
ま
で
傷
つ
け
ま
す
。
児
童
虐
待
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
６
条
で
は
、

「
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童

を
発
見
し
た
者
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ

を
市
町
村
、
都
道
府
県
の
設
置
す
る
福

祉
事
務
所
若
し
く
は
児
童
相
談
所
又
は

児
童
委
員
を
介
し
て
市
町
村
、
都
道
府

県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
若
し
く
は

児
童
相
談
所
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
」
を
見
つ
け
た
ら
迷
わ
ず
、
た

と
え
勘
違
い
だ
っ
た
と
し
て
も
、
す
ぐ

に
次
の
相
談
窓
口
に
連
絡
（
通
告
）
し

て
く
だ
さ
い
。
児
童
虐
待
は
社
会
全
体

で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。
あ
な
た
の

１
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い

ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
連
絡
し
た
人
や
内
容

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■子どもについて
● いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の

　 怒鳴り声がする

● 不自然な傷や打撲のあとがある

● 衣類や体がいつも汚れている

● 表情が乏しい、活気がない

● 夜遅くまで一人で遊んでいる など

■保護者について

● 地域などと交流が少なく孤立している

● 小さい子どもを家においたまま外出している

● 子どもの養育に関して拒否的、無関心である

● 子どものけがについて不自然な説明をする など

◆市こども課こども相談係　☎35-3739（直通）
　午前8時30分～午後5時15分（月曜〜金曜 ※祝日除く）

◆都城児童相談所　☎0986-22-4294
　午前8時30分～午後5時15分（月曜〜金曜 ※祝日除く）

◆児童相談所虐待対応ダイヤル「189（いちはやく）」　☎189（全国共通ダイヤル ※通話料無料、24時間対応）

◆市こども課こども相談係　☎35-3739（直通）午前8時30分～午後5時15分（月曜〜金曜 ※祝日除く）

◆市子育て相談専門ダイヤル　☎35-0732　午前9時～午後4時（月曜～金曜 ※祝日除く）

◆都城児童相談所 　☎0986-22-4294　午前8時30分～午後5時15分（月曜〜金曜 ※祝日除く）

◆宮崎県子ども・若者総合相談センターわかば　☎0985-41-7830（相談専用） ☎0120-730-130（子ども相談ダイヤル）

◆24時間子供SOSダイヤル（文部科学省）　☎0120-0-78310　24時間受付（年中無休）

◆こどもの人権110番（法務省）　☎0120-007-110　午前8時30分～午後5時15分  （月曜〜金曜 ※祝日除く）

　午前10時〜午後5時（※木曜・日曜日・祝日・年末年始除く）

◆市子育て相談専門ダイヤル　
　☎35-0732
　午前9時～午後4時（月曜～金曜 ※祝日除く）
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民生費
4,814,616

1,898,768（39.4%）

衛生費
452,727（31.6%）

1,431,660

農林水
産業費 433,201（30.6%）

1,417,121

教育費
460,206（41%）

1,121,375

土木費
244,180（26.4%）

924,656

商工費
345,058（47.7％）

723,040

その他
1,305,442（66.8％）

1,953,522

寄附金
92,130（15.3％）

601,000

市債
0（0％）
660,625

県
支出金147,830（10.2%）

1,443,119

市税
1,162,769（58.3%）

1,995,312

国庫
支出金

2,146,812
618,778（28.8％）

52（0％）
2,517,478

繰入金

地方
交付税2,873,176（63.6%）

4,516,475

■お問い合わせ　えびの市立病院
☎ 33‐1023

◎病院業務量
（令和 5 年 4 月１日～令和 5 年 9 月 30 日）

病床数・・・・・・・・・・・・・　50 床
入院患者数・・・・・・・・　延べ 4,801 人
外来患者数・・・・・・・・   延べ 9,356 人
入院１日平均・・・・・・・・・・　26.2 人
外来１日平均・・・・・・・・・　　74.3 人

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業収益 876,375 367,218 367,218 41.9

医業収益 667,413 249,154 249,154 37.3

医業外収益 208,961 118,064 118,064 56.5

特別利益 1 0 0 0.0
収入の医業収益は、診療報酬や手数料、他会計負担金など。医業外収益は、他会計補助金など。
特別利益は、固定資産売却益など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業費用 1,043,913 343,030 343,030 32.9

医業費用 1,041,757 342,970 342,970 32.9

医業外費用 1,655 60 60 3.6

特別損失 1 0 0 0.0

予備費 500 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の医業費用は、給与費、材料費、経費、減価償却費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。
特別損失は、固定資産売却損など。

◎借入金残高                       166 万円

区　　分 借入金残高 前年同期残高
一般会計 8,416,879 8,665,329
産業団地整備事業特別会計 966,899 994,209

【市債の状況】 ［単位：千円］

歳出

15 億

予算現額（千円）
支出済額（千円）

35 億 40 億

予
算
の
執
行
状
況
を

公
表
し
ま
す

※グラフは、それぞれ令和 4 年度からの繰越予算を含めた額です。
※歳出予算の「その他」は、議会費、労務費、消防費、災害復旧費、公債費などです。
※歳入予算の「その他」は、地方譲与税、分担金および負担金、使用料および手数料、
　財産収入、繰越金、諸収入などです。

25 億5 億 10 億 30 億

～

20 億

◎水道業務量
（令和 5 年 4 月 1 日～令和 5 年 9 月 30 日）

給水戸数・・・・・・・・・・・　8,328 戸
給水人口・・・・・・・・・・・16,606 人
上半期給水量・・・・・・・・　907,573 ｍ3

１日平均給水量・・・・・・・・　4,959 ｍ3

１人１日平均給水量・・・・・・　298.6㍑

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業収益 363,749 156,721 156,721 43.1

営業収益 325,342 155,818 155,818 47.9

営業外収益 27,906 884 884 3.2

特別利益 10,501 19 19 0.2
収入の営業収益は、水道料金、手数料、水道加入金など。営業外収益は、長期前受金戻入など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業費用 392,822 159,943 159,943 40.7

営業費用 354,023 149,227 149,227 42.2

営業外費用 24,999 10,712 10,712 42.8

特別損失 10,800 4 4 0.1

予備費 3,000 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の営業費用は、原水および浄水費、配水および給水費、総係費、減価償却費など。営業外
費用は、企業債の償還利息など。

◎借入金残高　　     19 億 8,085 万円

■お問い合わせ　市水道課 経営管理係
☎ 35‐1113（課直通）

会　　　計
歳　　入 歳　　出

予　算　額 収　入　済　額 予　算　額 支　出　済　額
国民健康保険特別会計 3,088,578 1,180,079 3,088,578 1,077,225

介護保険
特別会計

保険事業勘定 3,588,285 1,815,928 3,588,285 1,237,789
介護サービス事業勘定 23,790 12,598 23,790 8,160

後期高齢者医療特別会計 695,983 263,373 695,983 228,458
産業団地整備事業特別会計 36,150 36,157 36,150 16,749

合　　　計 7,432,786 3,308,135 7,432,786 2,568,381

【特別会計の予算執行状況】 ［単位：千円］

歳入
予算現額（千円）
収入済額（千円）

35 億

総務費
685,885（20.3%）

3,386,634

その他
830,060（41.2%）

2,015,241

25 億 5 億15 億30 億40 億 10 億20 億

～

一 般 会 計

病 院 事 業水 道 事 業

用 語 説 明
福祉や教育、公園や道路建設など
の市の基本的な事業を行う会計で
す。市税や地方交付税などを主な
財源としています。

一般会計

特定の収入を特定の支出に充てて
事業を行う会計です。市では、国
民健康保険、介護保険などがこれ
に該当します。

特別会計

国から地方自治体に交付される補
助金や委託金などのことです。

国庫支出金

市がさまざまな事業を行うとき、
長期にわたって借りるお金のこと
です。

市債

■お問い合わせ
市財政課財政係 ☎ 35‐3716（課直通）

　

令
和
5
年
度
の
え
び
の
市
の
一
般
会
計
予
算
額
（
9
月
30
日
現
在
）
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
1
5
4
億
5
3
7
3
万
8
千
円
で
、
こ
の
ほ
か
に
令
和
4
年
度
か
ら
の
予
算
の
繰
越
が
、

3
億
8
0
6
0
万
5
千
円
あ
り
、
合
計
で
1
5
8
億
3
4
3
4
万
3
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
に
対
し
て
、
9
月
30
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、
62
億
17
万
7
千
円
で
収
入
済
率
39

・

2
％
、
支
出
済
額
は
、
53
億
5
0
0
8
万
5
千
円
で
支
出
済
率
33
・
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地方公共団体が等しくその行うべ
き事務を遂行できるよう、一定の
基準により国から交付されるお金
です。

地方交付税
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令和 5 年度えびの市市民表彰式

えびの市発展のために尽力

神田 譲市さん［末永・60 歳］

【
功
績
】

　

長
野
県
の
肥
育
農
家
で
の
２
年
間
の
研

修
を
受
け
、昭
和
58
年
4
月
に
え
び
の
市
に

帰
省
し
て
肥
育
農
家
を
始
め
ら
れ
る
。

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
お
い
て
、平
成

29
年
の
第
11
回
大
会
で
は
、種
牛
能
力
と
産

肉
能
力
を
総
合
的
に
評
価
す
る
第
7
区（
総

合
評
価
群
）肉
牛
の
部
で
、
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
令
和
4
年
の
第
12
回
大
会
で
は
、

新
た
に
創
設
さ
れ
た
出
品
区「
脂
肪
の
質
評

価
群
」
で
優
等
首
席
を
獲
得
さ
れ
、
併
せ
て

「
肉
牛
の
部
」の
最
高
賞
・
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
さ
れ
た
。

産
業
経
済
部
門

　

令
和
5
年
度
え
び
の
市
市
民
表
彰
式

が
11
月
3
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
の
受
賞
者

は
、
産
業
経
済
部
門
で
貢
献
さ
れ
た
神

田
譲
市
さ
ん
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
に
村
岡
隆
明

市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
村
岡
市
長
は
、「
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
で
の
勇
姿
を
拝
見
し
、

勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
貴

重
な
ご
助
言
を
賜
り
、
え
び
の
市
を
支

え
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
神
田
さ
ん
が
、「
表
彰
を

機
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
り

一
層
心
を
ひ
き
し
め
、
え
び
の
の
た
め

今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
市
民
表
彰
制
度
は
、
昭
和

62
年
度
に
「
市
政
功
労
者
表
彰
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
令
和
5
年
度

の
市
民
表
彰
で
は
、
市
民
に
公
募
を
行

い
、
候
補
者
の
中
か
ら
表
彰
審
議
会
の

審
議
に
よ
り
、
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し

た
。

問 

市
企
画
課 

秘
書
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
３
０
２
）

　10月8日にＪＲ吉都線が全線開通して110周年を迎えま
した。吉都線は、鹿児島県姶良郡湧水町の吉松駅から都
城市の都城駅までの九州旅客鉄道（ＪＲ九州）の鉄道路
線です。大正元年に吉松から小林町（現在の小林市）間が
宮崎線として開通し、翌年の大正2年10月8日に現在の吉
都線である都城駅まで全長61.6キロが開通しました。鹿
児島県から宮崎県にかけて17駅あり、通勤・通学など地域
の重要な交通手段です。
　110周年を迎えるにあたって、市ではえびの飯野駅に横
断幕を掲示、都城市では、記念イベントが行われ、吉都線
の110周年を祝いました。

　JR吉都線利用促進協議会では、吉都線全
線開通110周年を祝って横断幕を掲示してい
ます。えびの市では、えびの飯野駅に掲示し
ています。また、都城駅、高原駅、小林駅、吉松
駅の各市・町で横断幕を掲示していますので、
ぜひ、ご覧になってみてください。

　10月8日に都城市のＪＲ都城駅周辺で「吉都
線110周年記念イベント」が開催されました。
イベントでは、オープニングセレモニーなどのス
テージイベント、ＪＲ吉都線沿線のグルメが楽
しめる飲食ブース、ＪＲブース展示など、さま
ざまな催しが行われ、多くの人が訪れました。
ステージイベントでは、「えびので第九を歌う
会」が河野俊嗣宮崎県知事とともに美しい歌
声を披露しました。

広報 広報令和5年11月号 令和5年11月号9 8
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イベントを通して交流を深める
　市国際交流センターで「国際交流まつり」が
行われました。これは、市民と外国人との交流
の場として、NPO 法人えびの市国際交流協会
主催で行われたものです。
　会場では、綱引き大会やフリースロー対決、
マルシェ・手作り市、ステージイベントなどの
催しが行われました。ステージでは、太鼓や歌、
WAYRA JAPAN によるアンデス民族音楽のコン
サートなどが披露されました。

国際交流まつり

安全安心なまちづくりを呼びかけ

10

17

　飯野駅前交番連絡協議会、五日市・加久藤・
京町駐在所連絡協議会の 4 つの協議会が、市
内の各所で合同キャンペーンを実施しました。
これは、10 月の「令和 5 年全国地域安全運動」
に合わせて、活動の周知と全国地域安全運動の
推進を目的に行われました。
　キャンペーンでは、市内の防犯パトロール、
道の駅えびのとプラッセだいわでのチラシ配布
等が行われ、地域安全を呼びかけました。

交番・駐在所連絡協議会
合同キャンペーン 文化の杜秋まつり

さまざまな催しを楽しむ

10

7

　文化の杜で「文化の杜秋まつり」が行われま
した。これは、市民図書館、市歴史民俗資料館、
市文化センターが合同で行っているものです。
　会場では、「レザークラフト講座」や「オリ
ジナル時計工作教室」など、さまざまな催しが
行われました。
　南九州唯一のチンドン屋「宮崎花ふぶき一座」
の講演会とパフォーマンスも行われ、会場内を
練り歩き、訪れた人たちを笑顔にしていました。

10

9

優秀な成績を報告

10

17

　飯野地区コミュニティセンターで「みやざき
県民総合スポーツ祭上位入賞者表彰および結果
報告会」が行われました。えびの市スポーツ協
会が、5 月から 9 月の間で行われたみやざき県
民総合スポーツ祭で、上位に入賞した人に対し
て奨励金を授与しました。
　今年は、個人の部では 7 競技部門で 16 人、
団体では 4 競技部門で 4 団体が優秀な成績を
収めました。

秋季観光祭アウトドアフェスタ

えびのアウトドアの魅力発信

10

22

　湯田橋河川敷で秋季観光祭「アウトドアフェ
スタ in えびの」が行われました。これは、え
びの市の経済活性化やえびの市でのアウトドア
の魅力発信のために、えびの市観光協会が実施
したものです。
　イベントでは、キャンピングカーの展示やバ
イクトライアルのデモンストレーション、カ
ヌー体験、市内業者の出店などがあり、市内外
から多くの人が訪れました。

味わうことの楽しみに触れる
　真幸小学校で、みやざきの食と農を考える県
民会議による「味覚の授業」が行われました。
これは、子どもたちに五感を使って味わうこと
の大切さや楽しさを体感してもらおうと行って
いるものです。講師に kokoya de kobayashi（こ
こやっど小林）オーナーシェフの地井潤さんを
招き、授業が行われました。
　福留瑛太さんは「味覚が身を守るためにも必
要なことに驚きました」と話していました。

10

23 味覚の授業

災害に強いまちづくりを推進

10

22

　川内川京町北側河川敷で、真幸まちづくり協
議会大規模防災訓練が行われました。これは、
安心安全なまちづくりと災害に強いまちづくり
を推進するために、真幸まちづくり協議会が
行ったものです。
　同訓練には、真幸地区の住民と地域の関係団
体が参加しました。参加した人たちは、消火訓
練、土のう訓練、避難所設営訓練を行い、防災
意識を高めました。

えびの未来カフェ

えびのの未来を語り合う

10

21

　飯野高校でえびの未来カフェが行われまし
た。これは、えびの市市民団体連絡協議会が行っ
ているものです。講師に津屋崎ブランチ代表の
山口覚さんを招いて、ワールドカフェ方式で行
われました。
　オンライン参加含め 78 人が参加し、「えび
の市中が喜びで満たされるにはどうすればいい
んだろう？」というテーマで対話が行われ、い
ろいろな意見がでていました。

みやざき県民総合スポーツ祭
上位入賞者表彰および結果報告会

真幸まちづくり協議会
大規模防災訓練
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全日本の舞台に挑戦
　えびの新体操クラブの選手が市長を訪問しま
した。
　同クラブは、9 月 30 日、10 月 1 日に行われ
た「第 37 回かささぎ杯ジュニア新体操競技会」
で、個人総合 2 位（内園和志さん）、団体総合
6 位の成績を収めました。
　同クラブは、11 月 19 日に群馬県で行われた

「全日本ジュニア新体操選手権大会」に出場し
ています。

第37回かささぎ杯ジュニア新体操競
技大会結果報告

読書で心を育てる

10

25

　岡元小学校で、へき地小学校等に対する児童
図書寄贈が行われました。これは、公益財団法
人みずほ教育福祉財団が、令和 5 年度初等中
等教育設備助成事業の 1 つとして行っている
ものです。子どもたちの将来に役立ててもらい
たいと、今回約 4 万円の児童図書セットが贈
られました。
　大姶良将

ま さ き

暉さんが「大切に使わせていただき
ます」と感謝の言葉を述べました。

へき地小学校等に対する
児童図書寄贈

生涯スポーツの普及に尽力

10

23

　宮崎県レクリエーション協会の冨永璃久子理
事とえびの市レクリエーション協会の田内四朗
会長らが、それぞれ表彰されたことを市長に報
告しました。冨永理事は、長年のスポーツの普
及振興への尽力が認められ、「令和 5 年度生涯
スポーツ功労者表彰」を受賞しました。
　また、えびの市レクリエーション協会は、「令
和 5 年度レクリエーション運動普及振興功労
者表彰」を受賞しました。

10

23

昔ながらの稲刈り体験

10

27

　飯野高等学校南側の田んぼで、飯野小学校児
童と飯野高校生が稲刈りを行いました。これは、
お米学習教室として、地域の特産物への理解を
深めることを目的に行われるものです。教室は、
JA えびの市青年部、女性部の指導のもと行わ
れ、小学 5 年生 65 人、生活文化科 1 年生 16
人が参加しました。
　前田和

な ご み

美さんは「幼稚園以来の稲刈りで、予
想以上に楽しかったです」と話していました。

飯野小・高連携「お米学習教室」

市民の健康増進に活用

10

30

　明治安田生命保険相互会社宮崎支社が市に寄
付金を贈呈しました。市と同社は令和元年 11
月に健康増進に関する連携協定を結んでいま
す。今回、同社が行っている「私の地元応援募
金」として 714,500 円が市に贈呈されました。
　同社の岩田安生市場開発部長は「地域の皆さ
んの健康増進に役立ててもらいたいです」と話
していました。同社はこれまでも市に寄付金を
贈呈しており、今回が 5 回目です。

土地改良事業を円滑に推進
　市社会福祉協議会で、えびの市土地改良区と
上方土地改良区の合併に向けて、えびの市土地
改良区合併予備契約書調印式が行われました。
これは、より広範な地域を統括する組織とな
り、土地改良事業の円滑な推進を図ることを目
的に、令和 6 年 4 月の合併を目指すものです。
　えびの市土地改良区の山口長德理事長は「地
域農業の発展につなげていきたいです」とあい
さつをしました。

11

1

市高齢者クラブ連合会スポーツ大会

仲間とのふれあいと団結を強める

10

31

　永山運動公園で「第 21 回えびの市高齢者ク
ラブ連合会スポーツ大会」が行われました。
　これは、健康増進やスポーツを通して、市内
の高齢者クラブの仲間とのふれあいと団結を強
めることを目的に行われているスポーツ大会で
す。
　同大会には、会員約 650 人が参加しました。
ビン倒しやボールキャッチなどの種目を競い合
い、笑顔で溢れていました。

えびのの良さを再確認

10

27

　真幸中学校で、昭和 37 年度卒業生との交流
会が行われました。これは、中学校の大先輩と
の会話と交流を通して、えびのの良さを再確認
することを目的に行われたものです。
　交流会では、「えびの市の今と昔」と題して
講話が行われました。また、真幸中学校の全校
生徒と昭和 37 年度卒業生約 90 人が 10 グルー
プに分かれて、意見交換を行い交流を深めまし
た。

明治安田生命保険相互会社
寄付金贈呈

真幸中学校
昭和37年度卒業生との交流会

えびの市土地改良区
合併予備契約書調印式

生涯スポーツ功労者表彰・レクリエー
ション運動普及功労者表彰受賞報告



観
　
光

　

市
で
は
、
観
光
客
向
け
の
情
報
発
信

と
し
て
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
2
つ
開
設
し
ま
し
た
。
1
つ
は

国
内
旅
行
者
向
け
の
ア
カ
ウ
ン
ト
、
も

う
1
つ
は
訪
日
外
国
人
向
け
の
ア
カ
ウ

ン
ト
で
す
。

　

市
観
光
商
工
課
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
は
、「
え
び
の
を
楽
し
む
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
観
光
と
し
て
の
え
び
の

の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
画
像
で
表
現

し
、
観
光
資
源
の
P
R
を
行
う
こ
と

が
目
的
で
す
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
設

定
し
た
の
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
よ

く
見
る
き
れ
い
な
写
真
を
投
稿
す
る
だ

け
で
は
な
く
、「
こ
こ
で
遊
ん
で
み
た

い
」、「
体
験
し
て
み
た
い
」
と
思
え
る

よ
う
な
身
近
な
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　

随
時
、
市
内
の
観
光
情
報
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
投
稿
し
て
い
き
ま
す
。
ア
カ

ウ
ン
ト
の
フ
ォ
ロ
ー
と
い
い
ね
！
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
内
旅
行
者
向
け

　

イ
ン
ス
タ
を
見
て
、
遊
び
先
や
旅
行

先
を
決
め
る
20
～
30
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
P
R
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
訪
日
外
国
人
向
け

　

最
近
え
び
の
高
原
を
は
じ
め
、
外
国

人
旅
行
者
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

外
国
人
旅
行
者
の
情
報
源
と
な
る
よ
う

P
R
を
し
て
い
き
ま
す
。

※
市
観
光
商
工
課
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
Q
R
コ
ー
ド
は
、
本
紙
裏
面
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
観
光
商
工
課
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
開
設
し
ま
し
た

協
　
働

　

11
月
3
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
令

和
5
年
度
地
域
活
性
化
活
動
実
践
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。同
報
告
会
で
は
、

令
和
4
年
度
え
び
の
市
ぷ
ら
い
ど
21
市

民
団
体
活
動
助
成
金
を
活
用
し
て
活
動

を
行
っ
た
、子
育
て
支
援
ソ
ラ
マ
メ
と
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
え
び
の
白
鳥
地

域
森
林
・
歴
史
・
文
化
等
を
保
存
伝
承

す
る
会
の
2
団
体
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
ソ
ラ
マ
メ
は
、
え
び
の

市
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宮
田
慶
子

代
表
は
「
子
育
て
を
し
て
い
る
人
た
ち

と
交
流
が
で
き
、
悩
み
や
不
安
な
ど
を

白鳥森林公園の施設改修を報告する新宮さん

軽
減
し
、
育
児
等
で
疲
れ
て
い
る
心
身

を
癒
す
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

え
び
の
白
鳥
地
域
森
林
・
歴
史
・
文

化
等
を
保
存
伝
承
す
る
会
は
、
森
林
資

源
を
保
全
し
、
心
身
の
癒
し
等
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
歴
史
文
化
等

を
案
内
・
伝
承
す
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
同
会
の
新
宮
敏
郎
さ
ん
は
「
白
鳥

森
林
公
園
の
既
存
の
老
朽
施
設
を
改
修

整
備
し
た
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
自
然

環
境
保
全
活
動
等
の
参
加
を
促
す
と
と

も
に
、
市
内
外
の
人
に
と
っ
て
癒
さ
れ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
活
動
実
践
報
告
会

問
市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
　
☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

子育て支援活動の内容を説明する宮田代表

問
市
観
光
商
工
課 

観
光
係
　
☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

【国内旅行者向け】
［ユーザーネーム］ebino_tourism
［URL］https://instagram.com/ebino_

tourism?igshid=YTQwZjQ0NmI0OA==

【訪日外国人向け】
［ユーザーネーム］ebino__tourism
［URL］https://instagram.com/ebino__

tourism?igshid=OGQ5ZDc2ODk2ZA==
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企業ウォッチング

市内事業所のPR

会社概要

事業所概要 働く人の声

家 庭 教 育 学 級 通 信

広報 令和5年11月号 14

市では、市内の事業所情報を市民に提供し地元企業の

認知度を高め、市内事業所への就業先選択の拡大を図

るために、掲載を希望する事業所の募集を行い、広報え

びので紹介しています。詳しくは市観光商工課商工係

までお問い合わせください。

市観光商工課 商工係　☎35-3728

新光工業 株式会社 えびの工場

　新光工業株式会社えびの工場は、「高度な技術と確かな品質で、多様
なニーズに応える」をキャッチコピーに、自動車部品、医療機器、一般産
業機械など、各大手製造企業の部品製作・関連機器用治工具製作を行っ
ています。本社は、滋賀県甲賀市にあります。
　高度な部品加工技術で、多種少量の治工具・部品の製作・試作を得意
としていて、より精密な部品製作を行える最新設備もあり、取引企業から
高い評価と信頼を得ています。また、時代のニーズにあった、新たな技
術の習得・研鑽に全技術者が取り組んでいます。ベテラン技術者が、地
元採用の若い従業員に、マンツーマンで技術指導・継承を行い、製品の
安定供給に努めています。
　従業員が働きやすい環境を整えるため、イクボス宣言を行っていて、
有給休暇や育児休暇、介護休暇の積極的な取得を推進し、仕事と私生活
を楽しめるようにサポートしています。

マシニングセンターによる部品製作

汎用旋盤による仕上げ加工

物づくりが好きだったことや、えびので就職
したいという思いもあって、令和元年4月に
就職しました。現在は旋盤工を行っています。
日々、同僚や後輩と技術の向上を図り、難し
い加工ができるようになったり、加工時間を
短縮するために試行錯誤したりすることにや
りがいを感じます。

視察研修（飫肥城）の様子

飯野中学校
家庭教育学級長

大木場 隆示さん

VOL.31

　 飯野中学校家庭教育学級で
は、令和4年度に市主催の「親育
て講座」に参加し、学級生同士
で交流を深めました。
　令和4年11月には、飯野小学
校家庭教育学級と合同で、日南
市の史跡や産業施設を視察し、
宮崎の歴史を振り返るとともに、
飯野地区の歴史探訪の意欲を
高めました。学校運営協議会で
も「子どもが大きくなったときに
も飯野地区をずっと愛すること
ができるにはどうすればよいか」
というテーマで話し合いを進め、

地域を探訪する取り組みが、子
どもたちの学びにもつながり、
飯野を愛する人材育成にも発展
できると考えています。
　令和5年度は、5月9日に家庭
教育学級の開級式が行われ、保
護者・教職員22人が参加し、年
間計画を作成しました。11月に
は、地域講師（JA 婦人部）を招い
て、「がね」作りに挑戦したいと
思います。この日は、中学校家庭
科の調理実習も兼ねていて、親
子で研修できることを楽しみに
しています。

所在地 えびの市大字西郷 1182 番地
（本社：滋賀県甲賀市水口町城東 1-37）

事業内容
自動車部品製造用機械部品、医療機器部
品、一般産業機械部品、各種精密部品加
工全般

開設 昭和 34 年 6 月

従業員 22 人（えびの出身者：15 人）

電話番号 35-1101 宮田 龍
りゅうや

也さん



【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

三
面
鏡
あ
け
れ
ば
映
え
る
秋
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
び
の
風
天

　

も
の
の
姿
を
三
方
か
ら
写
し
見
え
る
も
の
が
三
面
鏡
だ
が
、
人
は
身
の
振
り
方
、
言

葉
の
使
い
方
、
心
の
持
ち
方
で
苦
労
し
が
ち
。良
く
晴
れ
た
秋
の
行
楽
の
よ
う
に
さ
わ

や
か
な
精
神
面
の
心
を
三
方
に
開
放
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。　
　

   　
　
　
　
（
自
註
）       

母
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
地
知　

恵
子

実
家
の
母
は
八
十
六
歳　

現
役
の
仕
事
人
だ

朝
三
時
に
起
き
て
ス
ー
パ
ー
に
出
す
惣そ
う
ざ
い菜
作
り

母
の
惣
菜
の
ほ
と
ん
ど
が
自
家
製
の
手
作
り

ス
ー
パ
ー
の
惣
菜
作
り
が
終
わ
っ
た
ら
次
は
畑
へ

一
時
も
じ
っ
と
し
て
い
な
い

夏
の
炎
天
下
の
日
も
冬
の
寒
空
の
日
も

動
い
て
い
な
い
と
具
合
が
悪
く
な
る
そ
う
だ

そ
れ
な
ら
仕
方
が
な
い　

好
き
な
事
が
で
き
る
の
が
一
番
の
幸
せ

戦
前
戦
後
と
苦
労
し
て
き
た
世
代
の
母

私
も
す
っ
か
り
還
暦
を
過
ぎ
た
が　

未
だ
に
母
か
ら
背
筋
が
曲
が
っ
て
い
る
と

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
始
末　

私
も
ま
だ
ま
だ
子
ど
も

た
ま
に
会
っ
て
「
か
あ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
べ
る
瞬
間
ほ
っ
と
す
る

大
霜
の
畑
の
土
に
は
「
か
き
氷
」

カ
ラ
ス
も
寄
ら
ぬ
今
朝
の
冷
え
込
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ハ
ヤ
子

　

季
は
朝あ

さ
ざ
む寒

、
夕ゆ

う
ざ
む寒

と
な
り
生
物
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
太
陽
の
柔
ら
か
な
光
に
包
ま

れ
て
ゆ
く
。作
者
は
早
朝
よ
り
学
童
達
の
見
守
り
に
行
か
れ
る
。生
き
も
の
へ
の
愛
情

が
溢あ

ふ

れ
た
詠う

た

で
あ
る
。世
界
中
の
人
も
そ
う
で
あ
り
た
い
と
祈
る
の
み
で
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（
評
：
竹
下
妙
子
） 

■冬のおたのしみおはなし会
●開催日＝12月16日（土）
●時間＝午前10時30分～午前11時30分
●場所＝図書館 学習室

お す す め の 一 冊

きゅうきゅうばこの絵本
WILLこども知育研究所 編集・著

川原瑞丸 絵

坂本昌彦 監修責任

（金の星社）

少量の玉数でできる！
大人のおしゃれニット小物
ブティック社編集部 著

（ブティック社）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（12月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 13日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館 14日（木） 12：45〜16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター

1日（金）、
15日（金） 12：00〜15：15

真幸地区体育館 6日（水）、
20日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎

8日（金）、
22日（金） 14：50〜16：30

■よしながこうたく 読み聞かせ＆ライブペイント
●開催日＝12月17日（日）
●時間＝午後1時30分～午後3時
●場所＝市文化センター 大研修室
●定員＝120人 ※市民図書館に申し込んでください。

■パネル展
「めんどりとあかいてぶくろ」絵本のパネル展です。

●開催日＝12月1日（金）～ 23日（土）
●場所＝図書館 児童コーナー

　
「
私
た
ち
が
卒
業
し
て
か
ら
も
活
動
が
続

く
よ
う
に
名
前
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
す
の
は
、
N
e
c
t
i
o
n
の
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

N
e
c
t
i
o
n
は
、
今
年
の
5
月
に
飯

野
高
校
2
年
生
の
5
人
の
メ
ン
バ
ー
で
結
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、
8
月
19
日
に
福
井
県
で

行
わ
れ
た
第
3
回
全
国
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
甲

子
園
で
優
秀
賞
（
2
位
相
当
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
対

し
て
の
具
体
的
な
活
動
を
提
案
す
る
大
会
で
、

全
国
か
ら
6
1
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
探
究
的
な
学

習
の
時
間
で
、
地
域
創
生
、
教
育
、
国
際
関

係
、
農
業
、
畜
産
の
分
野
を
探
究
し
て
い
ま

す
。「
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
分
野
に
つ
い
て
探

究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
を
組
み
合
わ
せ
て
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
や
地
域
社
会
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
次

世
代
の
理
想
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
し
た
」

　
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し

た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
作
成
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
大
会
で
の
探
究
的
な
学
習
に
つ
い

て
の
発
表
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
際
交
流
も
兼
ね
て
台
湾
研
修
も
行
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

え
び
の
さ
る
き
の
鈴
木
尚
洋
さ
ん
と
の
コ

ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
牛
舎
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
。「
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
集
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
を
作
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
交
流
や
農
業
体
験
な
ど
の
拠
点
に
し
、
さ

ら
な
る
探
究
活
動
に
力
を
い
れ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

次
世
代
の
幸
せ
を
追
求
し

社
会
還
元
を
加
速
さ
せ
る

Nection のメンバーの皆さん Nection（ネクション）

宮崎県立飯野高等学校

■手作り講座 来年の干支辰をクラフトで作ろう
●開催日＝12月24日（日）
●時間＝午前11時～正午
●場所＝市文化センター 団体室
●講師＝平野 祥吾氏
●定員＝15組 ※市民図書館に申し込んでください。
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11
月
は
糖
尿
病
予
防
月
間
で
す

　

糖
尿
病
と
は
、
血
糖
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
量
や
働
き
が
低
下
し
、

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
慢
性
的
に
続

く
状
態
を
い
い
ま
す
。初
期
に
は
自

覚
症
状
が
ほ
ぼ
な
く
、
気
づ
か
な
い

う
ち
に
糖
尿
病
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。高
血
糖
状
態
が
続

く
と
、
全
身
の
血
管
に
障
害
が
お
き
、

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

糖
尿
病
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

・
バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事
を
1
日
3
食

り
ま
す
。

・
運
動
習
慣
を
つ
け
る

　

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
良
く
す
る

た
め
に
は
運
動
習
慣
を
つ
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
。運
動
習
慣
の
な
い
人

は
、
家
事
や
通
勤
な
ど
の
日
常
生
活

の
中
で
、
今
よ
り
こ
ま
め
に
動
く
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
の
検
査
項
目
に
あ
る
血
糖

値
と
H
b
A
1
c（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
の
数
値
で
、
糖
尿

病
予
備
軍
や
糖
尿
病
が
わ
か
り
ま
す
。

健
診
を
受
け
て
自
分
の
数
値
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

 

文
：
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係

　

食
事
は
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み

合
わ
せ
て
、
朝
・
昼
・
夕
と
3
回
と
る

こ
と
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
き
ち
ん
と

分
泌
さ
れ
ま
す
。

・
野
菜
や
海
藻
か
ら
食
べ
る

　

野
菜
や
海
藻
に
多
く
含
ま
れ
る
食

物
繊
維
は
、
糖
の
吸
収
を
ゆ
る
や
か

に
し
て
、
急
激
な
血
糖
値
の
上
昇
を

抑
え
ま
す
。

・
甘
い
飲
み
物
は
要
注
意

　

甘
い
飲
み
物
や
菓
子
類
に
は
、
吸

収
が
早
い
糖
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

血
糖
値
が
急
激
に
上
が
る
原
因
に
な

リ
ッ
ク
す
る
な
ど
の
反
応
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

迷
惑
メ
ー
ル
か
本
物
の
メ
ー
ル
な

の
か
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
問

い
合
わ
せ
窓
口
で
直
接
確
認
し
、
届

い
た
メ
ー
ル
に
書
か
れ
て
い
た
連
絡

先
や
U
R
L
に
確
認
す
る
こ
と
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
、
全
国
共
通
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
「
１
８
８
（
い
や
や
）」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

今
年
の
10
月
、
え
び
の
市
に
住
む

女
性
が
、
お
よ
そ
２
8
0
0
万
円

を
だ
ま
し
取
ら
れ
た
詐
欺
事
件
が

ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　

報
道
の
内
容
は
、
携
帯
電
話

に
「
N
T
T
よ
り
お
知
ら
せ
」
と

の
題
名
で
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
S
M
S
）
が
届
き
、
記
さ
れ
た
番

号
に
電
話
す
る
と
、
N
T
T
の
職
員

を
名
乗
る
人
物
や
弁
護
士
と
名
乗
る

人
物
ら
か
ら
「
不
正
利
用
を
解
決
す

る
た
め
」、「
口
座
が
凍
結
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
指

定
さ
れ
た
口
座
に
約
50
回
送
金
し
て

だ
ま
し
取
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
、

お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
「
架

空
請
求
詐
欺
」
が
、
近
年
頻
発
し
て

い
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
な
い
不
審
な
シ
ョ
ー

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
電
子
メ
ー
ル
が
届

い
た
と
き
の
基
本
的
な
対
処
法
は
、

開
か
ず
削
除
す
る
こ
と
で
す
。電
話

を
す
る
、
返
信
す
る
、
U
R
L
を
ク

そ
の
メ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
架
空
請
求
詐
欺
か
も

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

架 空 料 金 請 求 詐 欺 発 生

火 災と感 染 症に注 意

10月の交通事故
発生状況

人　身	 1件
物　件	 30件

本年累計	 17件
本年累計	 241件

10月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 1件
救　急	 82件

本年累計	 13件
本年累計	 863件

　 徐 々に 寒くなり、ストーブ など火 気 の 使 用 が
増え、火 災 が 発 生しや す い 気 象 状 況 に なります。
火 の 取り扱 い には 十 分 注 意してください。
　 インフル エン ザ の 感 染 者 数 は、新 型コロナウ
イルス感 染 症 が 流 行して以降 減 少していました
が、現 在 増 加 傾 向 に ありま す。インフ ル エ ン ザ
は、発 熱、頭 痛、関 節 痛、筋 肉 痛 の 全 身 症 状 が 突
然 現 れ 、特 に 子どもや 基 礎 疾 患 のある高 齢 者で
は、重 症 化 するリスクがあります。
　 今 一 度、新 型コロナウイルス や インフル エン
ザウイルスの 感 染 に注 意して過ごしましょう。

　架 空 料 金 請 求とは、特 殊 詐 欺の手 口の 1つで、
携 帯 電 話 やメー ルを利 用して、未 払 い の 料 金 が
あるなど、架 空 の 料 金を要 求してきます。
　 1 0 月 末 現 在 の 特 殊 詐 欺 発 生 件 数 4 6 件 の う
ち、架 空 料 金 請 求 詐 欺 が 3 0 件 を占 め ていて、被
害 総 額 は 1 億 4 , 2 1 0 万円となっています。
■ 犯 行 の 手 口

・「〇 億円当 選しました」と高 額 当 選を知らせるメ
ール や S N S のメッセージが 届 い た。

・大 手 通 信 会 社を名 乗って、「未 納 料 金がある」と
メール や 電 話 がきた。
　 被 害 に 遭 わ な い た め にも、身 に 覚えの な いメ
ール は 開 か ず、家 族 や 警 察 に相 談しましょう。

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
を
ご
存
じ
で
す
か

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
と
は
、
聴

覚
機
能
（
耳
の
聞
き
取
る
機
能
）
の

衰
え
の
こ
と
で
、
身
体
の
衰
え
（
フ

レ
イ
ル
）
の
一
つ
で
す
。
聴
覚
機
能

の
低
下
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。難

聴
に
な
る
と
、
周
囲
か
ら
の
情
報
が

減
少
し
、
脳
に
伝
わ
る
刺
激
が
少
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
人
の

言
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
聞
き
取

れ
な
い
、
会
話
が
成
立
し
な
い
と
い

う
経
験
が
繰
り
返
さ
れ
、
周
囲
と
の

関
わ
り
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

社
会
と
の
交
流
が
減
少
す
る
こ
と
で
、

心
の
健
康
に
も
影
響
を
与
え
、
認
知

機
能
の
低
下
や
う
つ
な
ど
を
発
症

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。年
齢
を
重

ね
る
と
脳
は
萎
縮
す
る
傾
向
に
あ
り
、

難
聴
の
あ
る
高
齢
者
ほ
ど
、
こ
の
変

化
が
強
く
現
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
が
疑
わ
れ
ま
す
。

・
上
手
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
り
、

聞
き
返
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

・
テ
レ
ビ
の
音
が
大
き
い
と
よ
く
言

わ
れ
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
や
電
話
な
ど
の
電

子
音
が
聞
こ
え
づ
ら
い
。

・
騒
が
し
い
と
こ
ろ
で
の
会
話
が
聞

き
取
り
づ
ら
い
。

・
よ
く
耳
鳴
り
が
す
る
。

・
電
話
で
話
す
声
が
大
き
く
な
っ
た
。

　

加
齢
に
よ
る
耳
の
聞
こ
え
に
く
さ

は
徐
々
に
進
行
す
る
た
め
、
本
人
は

気
が
つ
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

本
人
や
家
族
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ

た
の
か
な
と
感
じ
た
ら
、
早
め
に
耳

鼻
咽
喉
科
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。文

：
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s l v e  s u p p o r t
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り保育の利用を希望する人は不要）
　無償化の対象としての利用決定は、令和6年3月ごろに
行う予定です。なお、申し込み状況等によっては、希望
する施設の利用（兄弟姉妹同時利用を含む）ができない
場合があります。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

令和6年度放課後児童クラブ新規入
会児童募集

　市では、放課後児童クラブの新規入会児童を募集しま
す。放課後児童クラブは、放課後や夏休み等の長期休暇
中に、就業や疾病等により保護者が昼間家庭にいない児
童を預かるものです。学校施設等を活用した遊びを行い
ながら、安全に放課後等を過ごす手助けをすると共に、
児童の健全育成を図ることを目的としています。

【対象児童】就労等で保護者、同居の親族等が昼間家庭に
いない小学1年生から6年生までの児童
※入会希望者が多数となった場合は、保護者や同居親族
等の就労状況や家庭の状況、児童の学年などを考慮して
入会を決定します。

【開設時間・利用料金等】

開設時間

［平日・登校日］放課後～午後 6 時
［土曜・長期休業］午前 8 時 30 分～午後 6 時

※日曜、祝日、年末年始は休み
※令和 6 年度の開始日は 4 月 1 日になります。

利用料金
利用料金 3,000 円（月額）、おやつ代等 2,000
円（月額）
傷害保険料 800 円（年額）

【申請期間】12月1日（金）～ 28日（木）
※令和5年度から申請期間が変更となっています。ご注
意ください。
※申請期間を過ぎてからの申し込みは、市こども課での
受け付けとなり、優先順位が期間内に申し込んだ人より
も後になりますのでご注意ください。

【申請場所】令和5年度から保育所・認定こども園の入所
申請受け付けと合わせて、次の日程・施設で申請受け付
けを行います。次の日程で申請できない場合は、入会希
望の児童クラブへ開設時間内に申請してください。

受付場所 受付日 受付時間

ふじ総合こども園 12 月 5 日（火）

午後 3 時 30 分
～

午後 6 時

上江認定こども園 12 月 6 日（水）

飯野保育園 12 月 11 日（月）

みなみえびの保育園 12 月 13 日（水）

真幸認定こども園 12 月 19 日（火）

【提出書類等】①入会申請書
②就労証明書（父・母ともに必要）
③就労以外の場合の証明書

［父母の病気、障がい、家族の介護等の場合］医師の診断
書、身体障害者手帳、介護保険被保険者証

［学校等に通うことによる場合］在学証明書
④傷害保険料800円（手数料別）
※②、③については、未就学児の保育所等入所申請書（令
和6年度分）に添付している場合は必要ありません。
※提出書類は、各児童クラブ、または市こども課、飯野・
真幸出張所にあります。児童クラブに取りに行く場合は、
入会希望の児童クラブへ開設時間内に行ってください。

【開設場所】

校区 児童クラブ名 定員 電話番号

飯野小学校

飯野小学校児童クラブ
（体育館横教室） 80 人 33-2200

みなみえびの保育園キッ
ズクラブ

（みなみえびの保育園内）
30 人 48-4152

上江小学校 上江小学校児童クラブ
（上江認定こども園内） 40 人 33-3265

加久藤小学校 加久藤小学校児童クラブ
（ふじ総合こども園内） 60 人 35-1219

真幸小学校 学童保育まさき
（真幸認定こども園内） 31 人 37-1495

岡元小学校 岡元小学校児童クラブ
（岡元小学校内） 35 人 37-2481

　詳しくは、市こども課子育て支援係までお問い合わせ
ください。
問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

「映画監督 黒木和雄展」を開催しま
す

　市歴史民俗資料館では、「映画監督 黒木和雄展」を開
催します。えびので撮影された「美しい夏キリシマ」な
ど数々の名作を制作して、多くの映画賞を受賞し、映画
業界に多大な影響を与えた黒木和雄監督の映画ポスター
などを展示します。ぜひ、ご来館ください。

【開催日】12月9日（土）～ 24日（日） 
【時間】午前9時～午前6時（火曜～土曜）

午前9時～午後5時（日曜・祝日）
【場所】市歴史民俗資料館 展示ホール
【休館日】12月11日（月）、13日（水）、18日（月）

問市歴史民俗資料館
☎35-3144

令和6年度保育所等の利用希望者は
申し込みをお願いします

　市では、令和6年4月以降の保育所等の入所について、
次のとおり利用の申し込みを受け付けます（令和6年5月
以降の年度途中からの利用希望者については、令和6年1
月から申し込みを受け付けます。）。
■保育所・認定こども園（保育認定）

【受付期間】12月1日（金）～ 28日（木）
【受付場所】市こども課 子育て支援係
【受付時間】午前8時30分～午後5時15分

　保育所等を利用するためには一定の要件があります。ま
た、申込書には、保育を必要とする事由を証明する書類の
添付が必要です。「令和6年度特定教育・保育施設および特
定子ども・子育て支援施設の利用案内」で確認してください。
　利用案内を含む申込書一式は、市こども課、飯野・真幸
出張所、市内各保育所等で配布しています。

【提出する申請書等】
①教育・保育給付認定申請書兼保育所等利用申込書（2号・3
号認定用）
②保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書、母
子手帳の写し、医師の診断書など）※詳細は①の用紙に記
載しています。
　入所および保育料の決定は、令和6年3月ごろに行う予

定です。なお、各保育所等への申し込み状況によっては、
希望する保育所等への入所（兄弟姉妹同時利用を含む）が
できない場合があります。
■幼稚園・認定こども園（教育標準時間認定）

 各園が定める日時により、各園へ直接申し込む必要があ
ります。詳しくは、利用を希望する幼稚園等へお問い合わ
せください。

【提出する申請書等】
①教育・保育給付認定申請書（1号認定用）
②入園申込書（各園によって異なります）
③その他必要となる書類（各園によって異なります）
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

特定子ども・子育て支援施設の利用
希望者は申し込みをお願いします

　市では、令和6年4月以降の特定子ども・子育て支援施
設（預かり保育、一時預かり、ファミサポ等）を無償化の
対象として利用を希望する人の申し込みを受け付けます

（令和6年5月以降の年度途中からの利用希望者について
は、令和6年1月から申し込みを受け付けます。）。
※無償化とは、一定の要件を満たした人の利用料の全部、
または一部が無償になる事業です。
※受け付けの日時・場所等については、左欄の保育所・認
定こども園の申込受付と同様です。
　特定子ども・子育て支援施設を無償化の対象として利
用するためには年齢や世帯の課税状況などの要件があり
ます。また、申請書には、保育を必要とする事由を証明
する書類の添付が必要です。「令和6年度特定教育・保育
施設および特定子ども・子育て支援施設の利用案内」で
確認してください。
　利用案内を含む申請書一式は、市こども課、飯野・真幸
出張所、市内各保育所等で配布しています。

【提出する申請書等】
①子育てのための施設等利用給付認定申請書
②保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書、
母子手帳の写し、医師の診断書など）※詳細は①の用紙
に記載しています。
③保育所等利用申し込み等の不実施に係る理由書（預か
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,397人 （前月比 -26人）
男性／7,735人（-11人） 　女性／8,662人（-15人）
転入／39人  転出／46人  出生／5人  死亡／24人

7,775世帯 （前月比 -8世帯）

食 欲の 秋ということもあり、それぞ れ の イベントで出 店
が立 ち並 び、多くの 皆 さんで にぎ わっていました 。取

材 中にも関 わらず、おいしい 匂いにつられそうでした 。今 年
も 残 すところ、1か月とちょっととなりました 。良 い 年 を 締
めくくれるよう取 材 を頑 張りたいと思います。（ 中川 ）

（令和5年11月1日現在）

直接お申し込みください。
【申込期限】なくなり次第締め切ります。

※申し込みの際に、保管場所の位置図を渡します。
【その他】
・転売などの営利目的で受け取る人には提供できません。
受け取り上限は1回につき、軽トラック1台分程度としま
す。

・配布場所での運搬車への積み込みおよびロープでの固
定などは、各自でお願いします。

・運搬車に樹木を積み込む際は、過積載にならないよう
にするとともに、荷ロープを掛けてください。
※これらが原因による不慮の事故などは、自己責任とな
ります。

・樹木は、気象条件などにより、品質が悪い場合がありま
す。あらかじめ、ご了承ください。
申・問国土交通省 川内川河川事務所 京町出張所
☎22-3809

にせ税理士にご注意ください

　税理士でない人が、税務代理、税務書類の作成、税務
相談などの税理士業務を行うことは、税理士法で固く禁
じられています。
　所得税や復興特別所得税、消費税、地方消費税の確定
申告書や決算書などの税務署類の作成や税務相談を依頼
する場合は、税理士であること（「税理士証票」を携行し

「税理士会員章（バッジ）」を付けています。）を確認して
ください。
　詳しくは、最寄りの税務署にお尋ねください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書、コロナワクチン接種証明書

祝！ 100歳
いつまでもお元気で

黒木 七
しちろう

郎さん
（前松原）

10 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

国民健康保険税 第5期
後期高齢者医療保険料 第5期

11月30日（木）までに納めましょう。

10 月9 日 に 行 わ れ た 国 際 交
流 ま つ り。訪 れ た 子 ど も た ち
が太 鼓の 演奏 体 験 を 楽しんで
いました 。

指名競争入札参加資格審査申請書
（指名願い）の追加受け付け
　市では、物品等、清掃・警備・設備維持管理・施設管理業
務の追加受け付けを行います。

【受付期間】12月1日（金）～ 25日（月） ※土・日、祝日を
除く

【受付時間】午前9時～午前11時30分、午後1時30分～午
後4時

【提出方法】市財政課入札・契約係に直接、または郵送（12
月25日（月）までの消印有効）で提出してください。
※申請書類は、市ホームページからダウンロードするか、
市財政課で取得できます。
※直接の受け付けは、市内に本店、または支店等がある
事業者のみです。

【有効期間】令和6年2月1日～令和6年7月31日（6か月間）
問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）

12月3日から9日は「障害者週間」で
す

　　「障害者週間」は、障がいのある人の福祉についての
関心と理解を深めるために国民の間に広く周知するとと
もに、障がいのある人が、社会、経済、文化、その他あら
ゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを
目的とした週間です。この機会に、一人一人が普段の生
活の中で、障がいのある人に対して行える配慮や工夫に
ついて考え、取り組んでいきましょう。
　また、障がいの種類や有無に限らず、困っている人に
は進んで声をかけてください。障がいのある人もない人
も、住み慣れた地域で自立し、安心して暮らせる社会の

構築に向けて取り組みましょう。
■障害者差別解消法が変わります
　令和3年に「障害を理由とする差別の解消の推進に関
する法律（障害者差別解消法）」が改正され、令和6年4月
1日から改正障害者差別解消法が施行されます。これに
より、事業者による障害のある人への合理的配慮の提供
が義務化されます。
　事業者は、円滑な対応ができるように、主な障がいの
特性や合理的配慮の具体的な事例等をあらかじめ確認し
た上で、個々の場面ごとに柔軟に対応を検討することが
求められます。

・合理的配慮の提供
　障がいのある人から何らかの配慮を求める意思の表示
があった場合には、負担になり過ぎない範囲で対応する
こと（合理的配慮）を求めています。
問市福祉課 障がい福祉係
☎35-1115（課直通）

川内川河川敷の伐採樹木を無料で
配布します

　国土交通省では、川内川の堤防等の維持管理のため、
業者に委託し、河川敷の樹木の伐採を行っています。
　資源を有効活用するため、伐採樹木を地域の皆さんに
提供します。数量に限りがあります。希望する人は、お早
めにお申し込みください。
※現地からの持ち出しは利用者本人に行ってもらいます。

【期間】11月20日（月）から ※土・日、祝祭日を除く
【時間】午前9時～午後5時
【対象】川内川にかかる前田橋下流付近の堤防上に直接

受け取りに来ることができる人
【申込方法】国土交通省川内川河川事務所京町出張所に
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写真：黒い実をつけるイヌツゲ（撮影：令和5年10月27日）

実
は
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鳥
、葉
は
シ
カ
の
好
物

※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

イヌツゲ Ilex crenata モチノキ科モチノキ属

市観光商工課
公式インスタ
グラム【国内旅
行者向け】

市観光商工課
公式インスタ
グラム【訪日外
国人向け】


